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令和３年度第１回  柏市史編さん委員会  次第  

 

                            日時：令和３年１２月２７日（月）              

午前１０ 時３０分  

               場所：沼南庁舎５階５０１ 会議室  

  

１  開   会  

 

２  生涯学習部 長挨拶  

 

３  委員長及び副委員長の選出  

 

４  報告事項  

  (1) 令和２年度及び令和３年度中間事業報告について  

  (2) 今後の事業計画について  

 

５  そ  の  他  

 

６  閉   会  

 

配付資料１ 
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柏市史編さん委員会委員  

 

               令和３年１２月１日現在  

番  

号  

選出  

区分  
氏  名  職  等  

新再の別

及び回数 

１  
学識  

経験者  
髙林
たかばやし

 直樹
な お き

 
元聖徳大学教授 

（近代史研究） 

再 

６回 

２  〃  髙橋
たかはし

 美由紀
み ゆ き

 
立正大学教授  

（近世史研究）  

再 

６回 

３  〃  上山
うえやま

 和雄
か ず お

 

國學院大学名誉教授 

兼横浜都市発展記念館長 

（近代現代史研究） 

再 

５回 

４  〃  関
せき

 惠子
さ と こ

 
古文書にみる柏歴史研究会員 

（古文書写真資料整理） 

再 

４回 

５  〃  横山
よこやま

 謙
けん

次
じ

 
元宮内庁書陵部修補師長 

（古文書学） 

再 

１回 

６  〃  平野
ひ ら の

 明夫
あ き お

 

國學院大學兼任講師 

駒澤大学非常勤講師 

（中世近世史研究） 

新 

７  〃  渡邉
わたなべ

 健二
け ん じ

 
旧吉田家住宅歴史公園園長 

（考古学研究） 
新 

８  〃  浦
うら

久
ひさ

 淳子
じゅんこ

 
柏歴史クラブ事務局長 

（近代現代史研究） 
新 

 

任期：令和３ 年７月１日から令和 ５年６月３０日まで  
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職員名簿  

番  号  職  等  氏  名  

１  生 涯 学 習 部 長  宮  島  浩  二  

２  文 化 課 長  田  口    大  

３  同 課  主 幹  黒  須  雅  子  

４  同 課  主 幹  小河原  博  志  

５  同 課  主 任  池    亜  季  
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次第４  報告事項  

 

『柏市史編さんの基本的な考え方 』構成イメージ （ 参 考 資 料 編 参 照 ）  

－持続可能なまちづくりに寄与する，３系統 の市史編さん事業－  
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 (1) 令和２年度及び令和３年度 中間事業報告について  

※本 報 告 に お け る 「 令 和 ３ 年 度 」 実 績 は ，  

特 に 断 り が な い 限 り 9 月 30 日 現 在 の 情 報 で す 。  
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１ 市史刊行事業                                          

( 1 )  （仮 題 ）「柏市史 (沼南町史通史編 ）」刊行企画業務  

・平成１７年の 合併後も，現市域３分の１を占める旧沼南町 エリア

の「通史」 ※ は未完のまま。  

  そのため， 基礎情報の整備（資料集刊行事業） を先行実施。そ

の集大成として ，令和元年度より ４か年計画で沼南通史を完成

させるもの。  

・現柏市全体の 歴史的経緯 が明らかになるだけでなく，地域資産が

持つ価値の抽出や魅力の深堀，資産同士のネットワーク化等，

地域課題解決 ・持続可能なまちづくり のためのきっかけ を，市

民と共に見いだ していく事が期待できる。  

 概 要  

令和 ２年度  

（執筆工程 ） 

・7/30  （第 １回 ）沼南通史編集会議  

・1/31  （第 ２回 ）沼南通史編集会議  

令和 ３年度  

（編集工程 ） 

・6/27  （第 １回 ）沼南通史編集会議  

  《原 始古代部会 》 

   ①7/  8，②9/30  ，③11/4  

  《中 世部会 》 

   ①12/2  

  《近 現代部会 》 

   ①7/13，②7/27，③8/27  

執 筆者の少ない近世 （3 名 ），民俗 （2 名 ）は事務局と随時

確認 。 

・11/26  確 認 ・校正用の第一稿を各執筆者に郵送 （自身

が所属する時代部会の原稿全て）  

・11/30  オンラインストレージ利用による，全時代通しの原

稿確認用Ｗｅｂサービス「沼南通史原稿閲覧室 」開始 。  

・12/19（第 ２回 ）沼南通史編集会議  

※ 通 史 ： 学 校 の 歴 史 教 科 書 の よ う に 旧 石 器 時 代 か ら 現 代 ま で 時 系 列 に 沿 っ

て ， 歴 史 的 経 緯 を 一 冊 の 読 み 物 と し て ま と め た も の 。  

・今年度編集工程において ，事務局での集約・確認に 一部手間取っ

た部分もあり，執筆者及び部会のサポートを 強化していく。  
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２ 史料保存活用事業                                         

( 1 )  保 管古文書史料等の寄託寄贈業務  

・市民個人等が有する古文書史料の 寄託・寄贈・返却。  

・これら古文書等は郷土史研究・啓発という市民の生涯学習支援や

地元の魅力発信 のみでなく，まちづくり上の重要資料・根拠と

しても活用。（例：都市整備地区の経緯確認 ・関係者調整，売却

市有地の情報確認調査 等）  

・事務局では平成１８年２月１日「柏市教育委員会古文書整理要

領」を制定し，寄贈・寄託・返却など，史料の適切な管理作業

にあたっている。  

・目録作成済み古文書類点数（ 令和３年３月３１日 現在）  

 １１４，４５４ 点（内，令和２年度作業済み分は ６ ， ０ ３ ２ 点 ）  

・新規受け入れ（寄贈・寄託），返却点数は下記のとおり。  
 寄  贈  寄  託  返  却  

令和元年度  ５３ ０ ０ 

令 和 ２年度  ６，６１１ ０ ５２２ 

令和 ３年度  ７１３ ０ ０ 

※ 寄 贈 … 所 有 権 も 実 物 も ， 所 蔵 者 か ら 柏 市 に 移 っ た も の 。  

※ 寄 託 … 所 有 権 は 所 蔵 者 の ま ま ， た だ し 史 料 保 存 環 境 や 利 用 頻 度 等 の 観

点 か ら 実 物 は 柏 市 で 管 理 し て い る も の 。 閲 覧 申 請 や 展 示 等 で 利 用 時 は

随 時 ， 所 蔵 者 応 諾 を 条 件 と す る 。  

・令和２年度は史 料デジタルアーカ イブ化を機に，こ れまで寄託

扱いの資料（布施地区の後藤家文書・湯浅家文書等） が寄贈と

なったため急増 。  

  返却分のうち ５２０ 点も事務処 理上，返却扱いと なったもの

で令和３年度寄贈となった 。  

 

( 2 )  市 民ボランティアによる写真整理 （撮影年 ・場所の特定 ，分類等 ）  

・近代以降急激な変貌 ・発展を遂げた柏市は，その発展過程を知る

上で写真も特に有効な資料。  

・そのため事務局では，市史編さんの過程で収集した写真史料 約５

２，０００点（市民提供写真約５，０００点）を保有 。  
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・戦後の柏の成長を担い，まちと共に歩んできた市民から， かつて

の景観を撮影した懐かしい写真展 へのニーズや 機運が高まり，

平成２２年度 より写真整理（撮影情報特定）の市民ボランティ

アを募集。その協力を得ながら，写真整理を実施。  

・令和２年度は新型コロナ感染拡大防止上， 全１０回予定のところ

縮小開催。飛沫防止シールドの各席設置や消毒等の対策をとっ

て開催するも，「複数人が一枚の写真を囲んで 検証する（至近距

離で発声し合う）」という作業スタイルが課題として残った。  

 ※ 処 理 点 数 は ， 写 真 目 録 フ ァ イ ル の 入 力 作 業 済 み 点 数 。  

・ 令 和 ３ 年 度 は 事 業 準 備 期 ， デ ル タ 株 が 急 拡 大 （ 感 染 第 ５ 波 ）。 課

題 解 決 策 を 模 索 す る も ， 市 民 ボ ラ ン テ ィ ア の 安 全 ・ 健 康 を 最 優

先 し ， ま た 速 や か な 意 思 決 定 ・ ア ナ ウ ン ス と い う 観 点 上 ， や む

なく中止に至ったもの。  

  なお，開催中止については市民から惜しむ声を複数頂いており，

その期待に応えるべく来年度開催に 向けた検討調整を進める。  

 

 ★ ★ ★ 関 連 す る 市 民 協 働 事 業 ★ ★ ★  

 ・ 12 月 10 日 ・ １ ３ 日 ， 横 山 委 員 を 指 導 員 に 迎 え ， 関 委 員 を 窓 口 と す る

市 民 歴 史 サ ー ク ル 「 古 文 書 に み る 柏 歴 史 研 究 会 」 及 び ，「 フ ォ ト ア ー カ

イ ブ ス 柏 」 が ，（ 鷲 野 谷 地 区 ） 染 谷 家 文 書 修 復 作 業 に 協 力 。  

 

( 3 )  資 料デジタル化事業  

・先述作業等を通じて情報 整理した写真や古文書等をデジタルスキ

ャン。原資料の保存と活用の両立を目指すもの。  

 実 施回数  延参加人数  処理点数  

令和元年度  １４回  １７６人  １，７６３点  

令和 ２年度  ８回  １１４人  １，５０２点  

令和 ３年度  ０回  ０回  ０回  

処理点数  原資料  複製品  刊行物  資料形態  

令和元年度  ９，８８１ -  -  古 写真  

令和 ２年度  １２９ ２７本  ９冊  

古文書  令和 ３年度  

（予定 ） 
３０９ １９本  ２３冊  
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・古文書は大きさや状態に応じた 個別設定を要するため ，規格品の

写 真 か ら 先 行 し て 平 成 ２ ９ 年 度 よ り デ ジ タ ル 化 。 令 和 元 年 度 ま

でにほぼ完了 し，令和２年度から古文書に着手。  

・令和２年度： ①絵図含む古文書 の原資料１２９点，②マイクロフ

ィルム２７ 本（① の原資料と 重複し ない）， ③ 刊行物 「沼南町史

史料目録  第１集～第９集」のデジタルスキャンを実施。  

・令和３年度も同様な ３構成で，古文書講読会 や歴史企画展等，直

近 他 事 業 と 連 動 性 が 高 い 史 料 や 一 般 有 償 頒 布 を 終 え る も 市 民 ニ

ーズが依然として高い刊行物等を デジタル化。  

・デジタル化された史料は，柏市史料デジタルアーカイブ （後述）

にて順次公開。  

 

( 4 )  かしわ歴史写真整理 ・発信事業  

①令和２年度：  

 ・柏市民ギャラリー写真 企画展「水と共に生きる柏 」  

 ２月６日～２月９日 の４日間開催予定も， 緊急事態宣言発令 期間

中のため延期。（令和２年度事業としては中止）  

②令和３年度：  

 ・上記同企画展を， 令和３年５月８日～１１日 （４日間）に延期

して開催。  

 ・千葉県は緊急事態宣言ではなく まん延防止等重点措置 期間中に

あ り ， 静 謐 か つ 密 状 態 に な り に く い と い う 事 業 性 質 や 社 会 活 動

の必要性等を鑑み，感染拡大防止 対策を十分講じた上で開催。  

年度  企画展名  
来場者数  

総数  一日平均  

平成３０年度  柏の鉄道・今むかし  ２，４５０人  ６１３人  

令和元年度  今につづく柏の道  １，８０２人  ４５１人  

令和２年度  水と共に生きる柏  中止  

令和３年度  水と共に生きる柏  ７１４人  １７８人  

（ 参 考 ） Ｈ ２ ９ 年 度 柏 市 民 ギ ャ ラ リ ー 来 場 者 数  一 日 平 均 ２ ７ ５ 人  

 ・緊急事態宣言下ではないものの やはりＧＷ到来による感染拡大

リ ス ク ・ 自 粛 期 間 中 に あ っ た た め ， 従 来 ど お り の 来 場 者 規 模 に

及ばなかった 。  



   10 

( 5 )  所 蔵史料の活用  

・所蔵資料は 空調管理や災害盗難対策を講じつつ，活用 ニーズに対

応できるよう 編年別・地域別等， 整理分類して 保存。  

年度別資料利用承認数  

 

( 6 )  柏 市史料デジタルアーカイブ 

・本市所有の史料（歴史的資料）である古文書・古写真・絵図等を

Ｗ ｅ ｂ 上 で ， い つ で も ， ど こ で も ， 誰 で も ， 検 索 ・ 閲 覧 で き る

検索エンジ ンを令 和２年度末 ，柏市 ＨＰにて公 開開始 。（ 令和３

年１２月２４日現在の公開 資料数１２，７０４ 件）  

（補足）従前はそもそもど のような資料があるの か，市民は本市文

化課に来庁の上，目録やアルバムを見て候補史料を抽出。  

柏市史料デジタルアーカイブ画面 （h t tp : / / jmapp s . n e . j p / k as h i wa/ ）  

 

 点 数  件数  活用事例  

令和元年度  ２７３点  ４０件  
・ＴＶ番 組 や新 聞 ・雑 誌 記 事  

・町 会 史 や地 元 事 業 者 社 史  

・他 自 治 体 歴 史 施 設 での展 示  

・大 学 講 座 や小 学 校 副 読 本  

・個 人 研 究 等  

令和２年度  ９５点  ２１件  

令和 ３年度  ２０４点  １３件  
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・市民に史料活用の機会や 利便性を提供しつつ，安定的な行政サー

ビスの提供・業務効率化を実現していくもの。  

・なお本デジタルアーカイブシステムはあくまで多様な歴史情報ニ

ー ズ に 応 え る 一 手 法 で あ り ， 総 合 的 な 郷 土 史 発 信 Ｗ ｅ ｂ サ イ ト

（ポータルサイト）の一メニューという位置付け。  

  このポータルサイト開設は令和３年度中を予定しており，こ れ

の 公 開 ・ 稼 働 開 始 か ら 人 気 コ ン テ ン ツ （ 記 事 ・ コ ー ナ ー ） の ア

ク セ ス 数 等 を 集 計 。 今 後 ニ ー ズ に 沿 っ た 情 報 発 信 を 進 め て い く 。  

 

３ 市史啓発事業                         

( 1 )  歴 史講演会…市の単独もしくは 共催による歴史講演事業  

二松学舎大学との 共催事業  

 例年：二松学舎大学キャンパス内教室での市民講座。  

 令和２年度： Ｗｅｂ動画配信 に切り替えて実施。  

「動画配信  柏市とその周辺を探る」  

 令和３年３月１７ 日（水）～３月３０日（火）  

  講座名①「柏と小金牧開墾と渋沢栄一と。」（約４０分）  

      講師：柏市教育委 員会職員  

      動画再生回数７４９回  ユニークユーザー数４３６人  

   講座名②「野田船形村のお伊勢参り」（約４０分）  

      講師：二松学舎大学元講師  

      動画再生回数５７８回  ユニークユーザー数３０４人  

 

( 2 )  古 文書講読会  

・目的：柏市が保有する古文書を 市民自らが読むことで，地元の歴

史理解を深めつつ，地域の魅力 発信・派生も期待するもの 。  

・従前受講者層以外により幅広い市民に受講機会を提供しながら ，

感染拡大も抑えるべく，下記仕様に変更。  

 従来  令和３年度 （中止）  

習熟度別講座  初級・中級・上級の３コース制  

会場  沼南庁舎  柏市中央公民館  

開催曜日  平日  日曜日  
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講座回数  ６回  ５回  

受講促進策  特になし  
規定回数以上受講した

方全員に修了 証授与  

 

新企画 ・配 布 を予定 していた令和 ３年度 版修了証  

 

（ 古 文 書 講 読 会 講 師 ・ 前 柏 市 史 編 さ ん 委 員 会 委 員 長 中 村 勝 先 生 監 修 ）  

・令和３年度開催予定日： ９月１２日・２６日，１０月３日・３１

日，１１月７日  

・これの準備 ，市民への周知・受講募集を進めるも，８月 下旬デル

タ株が急拡大。 言語技術の習得という特性上，聴講ではなく輪

読（マイク回し 等をしながら 音読・発声）という手法が欠かせ

ず，またＷｅｂ講座への切り替え 等も期間的に困難なため，中

止を決定。  

・応募者全員（６ ８名）に急きょ郵送や電話，ＨＰ等で中止情報を

周知しつつ，救済策・自宅学習支援策として下記方策 ①②を連

絡・対応。  

 ①従来は口頭説明していた講座解説を文書化し， 配布予定のテキ

ストと合わせて 応募者全員に無償郵送。  

 ②従来は受講者支援価格で会場販売してい た教材「柏市史  近世

編」を，講座終了月末まで 同支援価格で販売（文化課窓口）。  

 いずれも１１月中に完了済み。  
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( 3 )  歴 史散歩 ・歴史講座への講師派遣  

・生涯学習や学校教育の一環として，近隣センター・ふるさと協議

会・市民団体・学校等が要請する 歴史講座・歴史散歩に対応。  

 

 

 

 

 

・令和２年度 ：  

  市内小学校（ 松葉第二小１００人・増尾西小１００人）の社会

科授業が来場者の多くを占め ，コロナ禍により逆に 従来の高齢

層を主とする 利用は控えられた時期にあった。  

・令和３年度（上半期）実績：  

  内４００人は，千葉県生涯大学校東葛飾学園のオンライン 授業

受講者。「①小金牧開墾と渋沢栄一」「②手賀沼の歴史」 の２部

構成（各４０分）で 講座を動画収録（ 8/23）。  

・受講者メリットとして①１２月６日～１０日， ②１月上旬（予

定），受講者限定 で先行配信。ただし同学園制作 の講座動画は追

って本市にも提供され，追って 柏の郷土史ポータルサイト （仮

称）「柏市歴史デジタルミュージアム」 上で一般公開予定。  

 

( 4 )  中 央公民館 リニューアルオープン展示企画  

  リニューアル後の新施設（ラコルタ柏）の新仕様・見どころと

共に，市民と共に歩んできた中央公民館の歴史「柏の公民館ヒ

ストリー」を，全１０回シリーズでパネル制作・展示。  

 Ｗｅｂ版：令和３年２月１８日より発信  

 パネル現地展示：令和３年５月１０日～５月２８日  

 

 

 

 

 

 

 

 開 催回数  受講者数  

令和元年度  １１回  ４４９人  

令和 ２年度  ８回  ２７０人  

令和 ３年度  ３回  ４５０人  
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パネル例 （第 ３回目 ） 

 

 本回では「時代と住民の期待に応える公民館―昭和２０年代―」

編というタイトルで柏市の公民館史（生涯教育史）を紹介。  
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( 5 )  歴 史企画展 『柏 と明治の開拓と渋沢栄一と。』 

・開催  令和３年１１月２ 日（火）～令和４年２月２７日（日 ）  

・場所  柏市郷土資料展示室（沼南庁舎）  

・柏発展のターニングポイントの一つ，明治初頭の小金牧開墾。貴

重 な 資 料 を 活 用 ・ 展 示 し な が ら そ の 歴 史 を ， 今 話 題 の 渋 沢 栄 一

も絡めつつ市民に紹介していくもの。  

 

歴 史 企画 展 『柏 と明 治の開拓 と渋沢栄一 と。』会 場内  

  

 

・展示資料数計８１点（内，本市所蔵品６４点）  

・来場者数５５６人（ 令和３年１１月３０日現在 ）  

・初月１１月の来場者傾向としては，６５歳以上の高年 齢世代の来

場が特徴となっている。  
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本企画展の来場者性×年代別構成 （１１月 度のみの速報値 ）  

企画展名

開催期間

来場者数 構成比
年代別

構成比
来場者数 構成比

年代別構

成比

10代以下男性 38 23 4.4% 17 60 25 10 112 11.3% 35 6.9%

10代以下女性 36 21 4.0% 15 50 22 11 98 9.9% 33 6.5%

20～34歳男性（M1層） 17 17 3.2% 3 14 14 10 41 4.1% 24 4.7%

20～34歳女性（F1層） 14 14 2.7% 8 17 13 8 46 4.6% 21 4.1%

35～49歳男性（M2層） 56 56 10.6% 15 38 25 23 101 10.2% 48 9.4%

35～49歳女性（F2層） 36 36 6.8% 12 50 26 12 100 10.1% 38 7.5%

50～64歳男性（M3層） 54 54 10.3% 7 43 36 23 109 11.0% 59 11.6%

50～64歳女性（F3層） 36 36 6.8% 10 19 26 14 69 7.0% 40 7.9%

65歳以上男性 179 179 34.0% 15 59 101 44 219 22.1% 145 28.5%

65歳以上女性 90 90 17.1% 11 21 32 33 97 9.8% 65 12.8%

合計 556 526 100.0% 100.0% 113 371 320 188 992 100.0% 508 100.0% 100.0%

男性 62.5% 7/22から 10/10まで 男性 61.2%

女性 37.5% 女性 38.8%

11月

補正数※ 内，9/1～10/10の約40日

構成比7月 8月 9月 10月 計

16.9%

19.5%

41.3%

8.4%

5.9%

17.5%

17.1%

51.1%

13.4%

8.9%

柏と明治の開拓と渋沢栄一と。

11/2～2/27（約4か月） 7/22～10/10（約2か月半）

（参考値）大井展

 

・ そ の 主 要 因 と し て 仮 説 で は あ る が ， 開 催 日 前 日 １ １ /１ 付 け 『 広

報かしわ』 での大 型掲載・広 報 が考 えられる。（トッ プページ・

２ ペ ー ジ 目 の 計 ２ ペ ー ジ 扱 い ）。 広 報 か し わ の 主 な 提 供 方 法 が

「 新 聞 折 り 込 み 」 で あ り ， 紙 媒 体 の 新 聞 閲 読 層 ＝ 高 年 齢 層 メ イ

ン ＝ 郷 土 史 情 報 へ の 興 味 関 心 が 高 い 層 （ 既 存 支 持 層 ） に は 情 報

がより着実に到達したと思われる。  

・一つ前の同展示室企画展「 大井展」のように，やがて年代の偏り

は 平 滑 化 ・ 収 束 し て い く 事 も 予 想 さ れ る が ， 引 き 続 き コ ア フ ァ

ン 層 の 確 実 な 取 り 込 み を 重 視 し つ つ ， 子 育 て 世 代 ・ 若 年 世 代 等

へ の 幅 広 い 波 及 も 意 識 し ， 来 場 者 数 全 体 の 増 加 を 目 指 し て い く 。  

（ 数 表 の 解 説 ）  

※ １ １ /２ ６ ， 小 学 校 社 会 科 授 業 （ 男 子 １ ５ 人 ・ 女 性 １ ５ 人 計 ３ ０ 人 ） に

よ る 見 学 来 場 あ り 。 そ の た め 今 回 の 来 場 者 分 析 ・ 傾 向 把 握 で は こ れ を い

っ た ん 異 常 値 と み な し て 除 外 。 こ れ を 除 し た 補 正 値 で 構 成 比 を 算 出 。  

※ 同 様 に 大 井 展 来 場 者 数 の う ち ７ ～ ８ 月 分 は ， 夏 休 み の 自 由 研 究 需 要 と い

う 季 節 変 動 （ １ ０ 代 以 下 層 と そ の 保 護 者 層 が 増 ） が 大 き く 作 用 し て い る

と 思 わ れ る 事 か ら ， 比 較 分 析 上 ９ 月 以 降 の デ ー タ を 採 用 し た 。  

※ 来 場 者 数 の 日 別 集 計 は こ れ ま で も 行 っ て い た が ， そ の 内 訳 ・ 属 性 別 集 計

は 今 年 度 よ り 実 施 。  

 

企画展ＰＲ取組み例  

・ファミリー層への訴求をねらいとして，集客力の高い商業施設内

イベントにて本企画展 を広報。  

 －令和３年１１月２０日～２７日  セブンパーク  アリオ柏 店  
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 「 NHK 大河ドラマ「青天を衝け」展 」・「渋沢栄一と二松学舎展」

の 合 同 イ ベ ン ト に て ス ペ ー ス の 一 画 を 借 用 ， 本 企 画 展 の ポ ス タ

ー・チラシ配架。  

・今後もツイッターによる 展示品紹介の連載 投稿や若年層ターゲッ

ト の ア ー ト 系 サ イ ト ， フ ァ ミ リ ー 層 向 け お で か け 情 報 サ イ ト ，

商業施設での呼びかけ等を実施予定。  

 

１１月 商 業施設内催事 と，同 催事内における本事業広報  

（ 本 企 画 展 チ ラ シ ・ ポ ス タ ー は 右 下 写 真 の と お り ラ ッ ク 配 架 ・ 掲 出 ）  

 

 

  

 

( 6 )  歴 史刊行物 『明日話せる柏学 -かしわ時空散歩 -近現代編 』発行  

・戦跡保存の一環として，また市民の興味関心が特に集まりやすい

近現代期の情報発信・啓発事業の一環として刊行。  

・市の刊行物として読み応えは十分ありつつ，デザイン・タイトル

は 「 若 年 層 が 気 軽 に 手 に 取 り や す い ・ つ い め く っ て み る 」 を コ

ンセプトに制作。  

・令和２年度末完成。３，０００部発行。  
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・令和３年度４月より頒布。内８００部は協力者や市内小中学校・

図 書 館 ・ 近 隣 博 物 館 等 に 無 償 頒 布 。 ２ ， ２ ０ ０ 部 は 税 込 価 格 ９

９０円で６月より有償頒布。  

・刊行物の普及・活用  

 ⇒一般層向け  

  有償頒布にあたっては従来の本庁舎行政資料室，沼南庁舎郷土

資料展示室に加え，新規販路を開拓。現在，  

  ①かしわインフォメーションセンター  

  ②道の駅しょうなん  

  ③麗澤大学ブックセンター  

  ④ハックルベリーブックス  

 の４事業者でも取扱い中。有償頒布開始約５か月（１ １月末）で

２ ， ２ ０ ０ 部 中 約 ７ ０ ０ 部 出 荷 済 み 。 追 加 で 他 店 舗 開 拓 も 予 定 。  

 ⇒学生層向け  

 （ １ ）（ 市 立 ） 小 中 学 校 … 教 材 と し て は や や 難 解 だ が ， 学 校 教 育

部 を 通 じ て ， 現 場 ニ ー ズ に か な う 活 用 方 法 に つ い て の 検 討 協 議

を 本 格 的 に 進 め て い く 。 ま た 市 内 一 部 私 立 中 学 校 で も ， 授 業 活

用の検討が始まりつつある。  

 （２）高校…来年度より市立柏高校のキャリア教育の一環として

地 元 柏 の 歴 史 を 知 る 授 業 が 計 画 中 。 そ の 具 体 内 容 や 本 刊 行 物 の

活用可能性・役割等について今後調整予定。  

 （３）大学…（地域）課題解決力育成講座として，本刊行物を教

材 と す る 講 義 （ 単 位 付 き ） が 採 用 さ れ る も ， 定 員 未 達 の た め 今

年 度 は 見 送 り 。 来 年 度 開 講 ・ 実 現 に 向 け ， 学 生 ニ ー ズ を と ら え

た「より魅力的な講座化」が今後の課題。  
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 (2)今後の事業計画について  
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１ 市史刊行事業                         

( 1 )（仮 題 ）「柏市史 （沼南町史通史編 ）」刊行業務  

沼南通史刊行計画  

 

２ 史料保存活用事業                     

( 1 )  保 管古文書史料等の寄贈寄託業務  

  →従前どおり受付・対応 。  

（関連情報）  

手賀沼・沼南の原風景を愛した写真家森かずお作品集  

 ・昭和３０年代から地元の貴重な村落生活・伝統行事・自然風景

を 数 多 く 撮 影 ， 受 賞 。 元 沼 南 町 編 さ ん 委 員 会 委 員 と し て 町 広 報

誌にも多数掲載。  

 ・遺作を収集・展示した森の美術館（流山市）より今年４月，資

料の地元返還・寄贈の意向を頂く。  

 ・同館の目録整備に今後合流，共同で作業を進め，寄贈手続き・

市民公開を予定。  

 

( 2 )  市 民ボランティアによる写真整理  

  →令和３年度中止につき，令和４年度実施予定。  

  →古文書整理は既に完了も，昨今，新たな寄贈や地元要請等によ

り整理が必要。今後，こられも対象資料として 検討中。  

 

 工   程  

令和元年度  
１．目次構成 ・執筆要領作成  

２．資料調査 ・執筆 （全原稿 ３分の１入稿 ） 

令和 ２年度  ３．資料調査 ・執筆 （全原稿残り３分の２入稿 ） 

令和 ３年度  
４．全体編集 （内容 ・表現の統一等 ） 

５．挿図制作  

令和 ４年度  

６．校正  

７．印刷製本  

８．刊行事業完了 ，頒布開始  
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( 3 )  かしわ歴史写真整理 ・発信事業  

◆令和４年度事業  

 日  時：令和４年６月２４日（金）～６月２７ 日（火）  

 場  所：柏市民ギャラリー（柏市 民パレット内）  

 「市内学校とそれを取り巻く 市民の生活風景」をテーマに現在，

市民団体フォトアーカイブス柏と企画中。  

 

( 4 )  史 料デジタル化事業  

   →引き続き史料（主に古文書）のデジタル化を進める。  

 

( 5 )  柏 の郷土史ポータルサイト開設 （本年度公開開始予定 ） 

（課題）  

α．柏市ＨＰ上には既に様々な歴史系記事が 豊富にあるも分散，あ

る い は リ ン ク 切 れ 等 の た め ， 知 り た い 情 報 に た ど り 着 き に く い 。  

β ．「 史 料 を 知 る ・ 活 用 す る き っ か け 」 と し て 大 き く 期 待 さ れ る デ

ジ タ ル ア ー カ イ ブ シ ス テ ム は あ く ま で 検 索 エ ン ジ ン に 過 ぎ ず ，

単 体 で は 利 用 し づ ら い 。 〇 〇 を 知 り た い ・ 調 べ た い と い う 明 確

な目的意識がないと利用しない。  

γ．行政の一方的な情報発信でなく，歴史事業 企画に市民参加 やニ

ーズ反映の機会をより多く設ける。  

 ↓  

郷土史情報の一元管理サイトを柏市ＨＰ内に開設， 現在制作中。  

（ 仮 称 ）「 柏 市 歴 史 デ ジ タ ル ミ ュ ー ジ ア ム 」 の 初 公 開 当 初 メ ニ ュ ー

（予定）  

【１】柏市史料デジタルアーカイブ  

【２】柏の歴史コーナー （ 既 存 コ ン テ ン ツ を 集 約 ， 微 調 整 ）  

   －柏の歴史  

   －かしわの記憶  

   －歴史発見「かしわ・その時」  

   －柏に輝いた人たちシリーズ  

   －柏市年表（昭和２９年市制施行後）  

【３】デジタルギャラリー  

   － プ レ イ バ ッ ク 柏 の 歴 史 展 （ 過 去 開 催 さ れ た 歴 史 写 真 展 や 歴

史 企 画 展 に お け る 展 示 品 等 を バ ッ ク ナ ン バ ー 化 ）  
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   －動画で解説！Ｗｅｂ歴史講座  

   －デジタル刊行物 （ 既 に 売 切 れ ・ 在 庫 無 し も 市 民 要 望 の 高 い 本

市 刊 行 物 を デ ジ タ ル 書 籍 化 ・ 無 償 公 開 ）  

   － 古 文 書 に チ ャ レ ン ジ （ 過 去 の 古 文 書 講 読 会 で 使 用 し た 古 文

書 や 関 連 資 料 の バ ッ ク ナ ン バ ー 化 。）  

【４】柏市の歴史事業  

   －歴史イベント・催事情報  

   －資料整理ボランティア募集  

   －歴史刊行物一覧（在庫状況一覧）  

   －新刊情報（歴史刊行物）  

   －史料利用について（画像編）  

   －史料利用について（原資料編）  

   －柏市史編さん事業について  

【５】関連リンク  

 

（先述課題の解決方法として上記 サイトを設計したねらいと今後の

方針について）  

α’過去既にＨＰや広報かしわ， 刊行物等で掲載した記事・コンテ

ン ツ を 整 理 集 約 ・ 再 提 供 で も 十 分 ， 新 鮮 ・ 初 め て 知 っ た ・ 面 白

いと評価する市民は多く，これに応えるもの。  

β’これら「読み物」をきっかけとして提供する事で，より深く知

りたいというニーズが芽生えた 閲覧者へ柏市史料デジタルアー

カイブを提案・誘導。（コンテンツ中のキーワードにリンクを貼

る等）  

γ’アクセス集計や リクエスト・コメント欄を通じて，市民参加型

企画やコーナー の新規設置等，随時 ポータルサイトを 拡充・改

善させていく。  

 

( 5 )  収 蔵史料の活用  

１．ユネスコ「世界の記憶」登録作家・木内信夫展  

 ・今年４月逝去。本市寄贈に至った経緯やイラストのテーマ上，

児童向け資料・絵 本作家として柏プ ラネタリウム・図 書館・児童

施設等とタイアップした市民公開を検討。  
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３ 市史啓発事業                        

 ( 1 )  歴 史講演会  

 (2 )  歴 史散歩 ・歴史講座への講師派遣  

 → (1)(2)いずれも市民ニーズの高まりに応える べく順次対応 。一

方 ， コ ロ ナ 禍 を き っ か け に 市 民 か ら は Ｗ ｅ ｂ 動 画 型 の 講 座 ニ ー

ズ が 高 ま り ， そ の 切 替 え が 進 ん で い る 。 従 来 的 な 会 場 参 集 ・ 出

張 派 遣 型 の メ リ ッ ト ・ デ メ リ ッ ト ， 本 来 意 義 等 を 踏 ま え な が ら ，

その手法形態については見直 しも進めていく。  

 

 ( 3 )  古 文書講読会  

◆令和４年度事業  

→基本的な企画・仕様は，中止となった令和３年度版を踏襲予定。  

 

 ( 4 )  郷 土資料展示室歴史企画展事業  

→テーマ・時期等いずれも未定  

 他展示企画や展示室ＬＥＤ化設置計画（案）等を踏まえ企画。  

 

以上  
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参考資料編 
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柏市史料デジタル化業務の基本方針  

 

令和２年９月４日決定  

 

 この基本方針は，公文書管理法（第３４条地方公共団体の文書管

理）の趣旨を踏まえ，本市が所有する古文書等市史編さん資料（以

下，「史料」という。）のデジタル化業務において，作業対象となる

史料の優先基準及び条件を示すものである。  

 

１  基本的な考え方  

 本業務は，市民が自立的に自身及び地域の課題解決を図り，市民

主体の持続可能なまちづくりを実現していく上で，必要とされる史

的地域資産情報の基盤整備を進めていくものである。  

 本市は史料の保存や整理分類を官民一体・市民協働で進めてきて

おり，約１０万点と県内屈指の規模を誇る史料数を有するまでに至

っている。  

 そして，これらの更なる活用が社会的要請として昨今，特に強く

求められている中，全史料分の情報整備・デジタル化の完成を待っ

てからの公表は現実的ではない。  

 そのため，本市における史料デジタル化業務の基本的な考え方と

して，できるものから優先的に取組み，慎重な取扱いや判断を要す

ると思われる史料については，経験やノウハウの蓄積，市民評価等

を踏まえながら随時対応していく。  

 なお，デジタル化された史料は原則公開対象となるが，公開の時

期や順番については，業務効率性や市民の反応等を踏まえ，対応し

ていく。  

 

２  対象資料の形態  

（１）柏市が所有する古文書等，歴史的価値の認められる文字史料  

（２）柏市が所有する絵図や人物画等，歴史的価値の認められる非

文字史料  

（３）その他（ 古写真等）  

 

３  史料デジタル化の優先基準及び条件  
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 デジタル化の優先順位やその対象史料については下記の観点から

総合的に判断し，利用者評価等，直近情報も踏まえながら，随時決

定していく。  

（１）本市史において，象徴性や代表性が認められるもの。  

（２）本市史や地域に対する，市民等利用者の関心喚起効果が期待

されるもの。  

（３）有識者や学界・教育現場等，専門的立場から，史料のデジタ

ル化・公表化が要請されているもの。  

（４）既に展示・出版・放映等によって公開されており，個人情報

保護や人権問題等に抵触しないことが明らか なもの。  

（５）史料原典が既にコピーあるいはマイクロフィルム等二次資料

として整備されたり，あるいは目録が整備・刊行済み等，デ

ジタル化や公表がより効率的に進められるもの。  

（６）新しい社会情勢や機運の高まりの元，今後市民から高い関心

が寄せられると期待されるもの。  

（７）その他，市史編さん及び市民啓発上，必要性があると認めら

れるもの。  

 

４  史料の公表判断について  

 本市が所有する史料の一部には，人権問題や個人情報，著作権，

肖像権保護等の観点から，慎重な対応を要する内容や表現が含まれ

ている。また，今後の内容解読 作業や価値観の変容によっては，同

問題への抵触が懸念される史料が新たに判明・増加する事もありえ

る。  

 これらについてはいくばくでも問題性が懸念されるものであれば，

デジタル化による公表導入期である当面については採用を見送りつ

つ，必要に応じて，例えば歴史家・弁護士・関連市民団体等からな

る有識者会議を設置し，本市の歴史の独自性や地域性も踏まえた公

表の仕方について意見を求める手法等を講じていく。  

 また，県や先行自治体における同案件への対応について継続的に

情報収集・研究を行い，法令遵守はもとより，社会通念や市民認識

とのかい離が生じないよう，十分配慮をしていく。  

 

５  その他  
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 本方針は，実情等を繰り返し精査し，それに則した見直しをして

いく。  

 

附  則  

 本方針は，令和２年９月４日から施行する。  
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柏市史編さんの基本的な考え方  －市史編さん基本方針－  

 

平 成 ２ ８ 年 ５ 月 ２ ３ 日 決 定  
 

１  策 定 の 趣 旨  

こ の 基 本 方 針 は ， 本 市 が 市 史 編 さ ん 事 業 を 行 う に 当 た り ， 柏 市 第 五

次 総 合 計 画 の 基 本 構 想 で 示 さ れ た 本 市 の 将 来 都 市 像 「 未 来 へ つ づ く 先

進 住 環 境 都 市 ・ 柏 ～ 笑 顔 と 元 気 が 輪 と な り 広 が る 交 流 拠 点 ～ 」 の 実 現

に 向 け ， 市 史 編 さ ん の 方 向 性 を 示 す と と も に ， 市 史 編 さ ん 事 業 の 拠 り

ど こ ろ と す る た め に 策 定 す る も の で あ る 。  

 

２  市 史 編 さ ん の 定 義  

本 基 本 方 針 に い う 「 市 史 編 さ ん 事 業 」 の 定 義 は 次 の と お り と す る 。  

 (1) 市 民 全 般 ・ 市 内 外 に 残 る ， 柏 市 の 歴 史 ・ 文 化 ・ 民 俗 ・ 自 然 等 に 関 連

す る 資 料 全 般 を 収 集 し て 系 統 的 に 解 明 ・ 調 査 研 究 を 加 え て 出 版 す る 。  

 (2) 収 集 し た 歴 史 資 料 は 本 市 及 び 市 民 の 共 有 財 産 で あ り ， 本 市 を 理 解 し

よ り よ い 「 ま ち づ く り 」 の 基 本 資 料 と し て 保 存 管 理 し ， 活 用 し て い く 。  

 

３  基 本 方 針 の 期 間  

本 基 本 方 針 の 実 施 期 間 は ， 平 成 ２ ８ 年 度 か ら 平 成 ３ ２ 年 度 ま で の ５ 年

間 と し ， 必 要 に 応 じ 事 業 内 容 の 見 直 し を 行 う 。 な お ， 計 画 の 実 施 に 当 た

っ て は ， 基 本 計 画 ・ 実 施 計 画 及 び 予 算 に 反 映 さ せ る こ と に よ り ， そ の 実

現 を 図 る も の と す る 。  

 

４  市 史 編 さ ん 事 業 の 目 的  

市 史 編 さ ん 事 業 の 目 的 は 次 の と お り と す る 。  

 (1) 近 世 ・ 近 代 に お け る 行 政 の 区 分 を 超 え ， 広 い 視 野 か ら 柏 の 歴 史 的 な

位 置 を 明 ら か に す る 。  

 (2) 市 民 が 地 域 理 解 を 通 じ て 愛 郷 心 を 高 め る 基 盤 と し ， 継 続 的 に 市 民 自

ら が 行 う ま ち づ く り に 役 立 て る 。  

 (3) 新 た に 確 認 さ れ た 歴 史 資 料 の 検 証 を 通 し て ， 柏 の 歴 史 や 伝 統 文 化 を

改 め て 見 直 す こ と に よ り ， 本 市 の 発 展 及 び 文 化 の 向 上 に 資 す る 。  

 (4) 柏 に 関 す る 古 文 書 ・ 考 古 資 料 ・ 写 真 ・ 金 石 史 料 ・ 伝 承 等 の 有 形 ・ 無

形 の 歴 史 資 料 を 整 理 ・ 保 存 ・ 管 理 し ， 後 世 に 伝 え る と と も に ， 現 在 及 び

将 来 の 活 用 を 図 る 。  

 

５  市 史 編 さ ん 事 業 の 基 本 方 針  

市 史 は ， 次 の 基 本 方 針 に 基 づ き 編 さ ん す る も の と す る 。  

 (1) 既 刊 の 『 柏 市 史 』 『 沼 南 町 史 』 を は じ め ， こ れ ま で の 市 内 外 の 諸 研

究 を 参 考 と す る と と も に ， 各 学 問 分 野 に お け る 最 新 の 成 果 を 盛 り 込 み ，

生 活 す る 市 民 の 視 点 か ら 編 さ ん す る 。  

 (2) 旧 沼 南 地 区 の 通 史 の 完 成 と ， 旧 柏 地 区 の 増 加 し た 資 料 に 基 づ く 知 見

を 含 め た 未 刊 行 分 の 編 集 作 業 を 市 史 刊 行 の 二 つ の 柱 と す る 。  

 (3) 広 く 市 民 に 親 し ま れ る よ う ， 写 真 や 図 版 を 多 く 取 り 入 れ る ほ か ， Ｄ

Ｖ Ｄ 等 の メ デ ィ ア 活 用 も 考 慮 し て ， ま ち づ く り や 生 涯 学 習 ， 学 校 教 育 等

で 活 用 さ れ る 市 史 を 編 さ ん す る 。  

 (4) 歴 史 資 料 の 検 証 に 基 づ く ， 質 の 高 い 学 術 レ ベ ル に 耐 え う る 記 載 内 容

を 保 ち な が ら ， 平 易 な 文 章 で 読 み や す い 市 史 を 編 さ ん す る 。  

 (5) 本 市 は 近 現 代 に 急 速 な 都 市 化 と と も に 大 き く 変 貌 を 遂 げ ， 開 発 に 伴

い 関 係 資 料 の 散 逸 が 危 惧 さ れ て い る 。 こ う し た 状 況 を 踏 ま え ， 行 政 資 料
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を 中 心 に 早 急 な 調 査 を 実 施 す る 。  

 (6) 編 さ ん の 過 程 で 調 査 ・ 収 集 し た 原 資 料 ， 複 写 新 聞 記 事 な ど の ２ 次 資

料 は ， 将 来 に 向 け て 収 蔵 庫 で 適 正 に 保 存 ・ 管 理 し ， 柏 市 郷 土 資 料 展 示 室

等 で 広 く 市 民 に 公 開 ・ 閲 覧 し て 活 用 に 努 め る 。  

 (7) 歴 史 資 料 は ， 市 内 外 か ら 広 く 収 集 し ， 有 形 の も の だ け で な く ， 伝 承

等 無 形 の も の に も 配 慮 し て 収 集 す る 。  

 (8) 歴 史 資 料 は 柏 市 の 発 展 過 程 を 検 証 す る 基 礎 資 料 で あ り ， 「 ま ち づ く

り 」 に も 活 用 す べ き こ と を 踏 ま え ， 将 来 に お け る 市 民 と の 情 報 共 有 に

配 慮 し た 整 理 作 業 を 行 う 。  

 (9) こ れ ま で の 合 併 の 経 過 を 踏 ま え ， 柏 の 地 域 的 ・ 歴 史 的 ・ 文 化 的 な 特

性 を 基 に し な が ら 編 さ ん す る 。  

 

６  市 民 協 働  

市 史 編 さ ん に 当 た っ て は ， 市 民 参 加 に よ る 愛 郷 心 昂 揚 の 視 点 か ら ， 次

の 方 針 に よ り 市 民 協 働 を 進 め る も の と す る 。  

 (1) 市 民 に よ る 歴 史 資 料 整 理 ボ ラ ン テ ィ ア の 活 用 を 図 る 等 ， 市 民 参 加 ・

参 画 の 機 会 の 拡 大 に 努 め る 。  

 (2) 市 民 又 は 地 域 の 方 々 ， 大 学 等 と 協 働 し ， 地 域 の 歴 史 を 掘 り 起 こ す こ

と に 努 め る 。  

 (3) 地 域 の 研 究 団 体 や 個 人 ， 学 校 等 と 連 携 し ， 市 史 編 さ ん 事 業 の 普 及 に

努 め る と と も に ， 次 世 代 に 向 け た 人 材 育 成 を 図 る 。  

 (4) 歴 史 講 演 会 ・ 市 民 講 座 ・ 歴 史 散 歩 ・ 古 文 書 講 読 会 等 の 事 業 を 通 し て ，

郷 土 理 解 ・ 地 域 の 活 性 化 に よ り ， 市 民 の 協 働 意 識 の 醸 成 を 図 る 。  
 

７  市 史 の 内 容  

今 後 刊 行 す る 市 史 は ， 通 史 １ 冊 ， 史 料 集 ３ 冊 の 全 ４ 冊 と す る 。  

 (1) 〈 通  史 〉   （ 仮 称 ） 柏 市 史 （ 沼 南 町 史 通 史 編 ）  

 (2) 〈 資 料 集 〉   ① 柏 市 史 （ 原 始 古 代 中 世  考 古 資 料 ）  

         ② 柏 市 史 （ 史 料 編  花 野 井 吉 田 家 文 書 ）  

         ③ 柏 市 史 （ 近 現 代 史 料 ）  
 

８  市 史 編 さ ん 刊 行 計 画  

 (1) 通 史 及 び 資 料 集 の 刊 行 計 画 は 別 表 の と お り と す る 。  

 (2) 刊 行 計 画 は ， 資 料 の 収 集 状 況 や 資 料 調 査 の 進 捗 状 況 ・ 財 政 状 況 等 を

勘 案 し ， お よ そ ３ 年 後 を 目 途 に 見 直 し を 行 う こ と と す る 。  
 

９  頒 布 方 法  

市 史 の 頒 布 に 当 た っ て は ， 市 民 が 購 入 し や す い 価 格 設 定 ， 方 法 と な る

よ う 努 め る も の と す る 。  
 

１ ０  付 帯 事 業  

 (1) 市 史 編 さ ん 事 業 の 付 帯 事 業 と し て ， 市 史 編 さ ん 事 業 の 市 民 へ の 普 及

を 図 る た め の 啓 発 書 『 歴 史 ガ イ ド か し わ 』 （ 平 成 １ ９ 年 ３ 月 初 版 刊 行 ，

四 六 版 ２ ４ ８ ペ ー ジ ， ３ ， ０ ０ ０ 部 ） ， 学 術 研 究 に 資 す る 『 市 史 研 究 』

及 び 本 市 の 近 現 代 の 発 展 を 記 録 し た 『 写 真 集 』 を 刊 行 す る 。  

 (2) 市 史 の 市 民 へ の 普 及 を 図 る た め ， 歴 史 年 表 等 の 刊 行 に つ い て 検 討 す

る 。  
 

１ １  そ の 他  

市 史 編 さ ん 事 業 を 進 め る に 当 た っ て は ， こ の 「 基 本 的 な 考 え 方 」 の 趣

旨 を 広 く 市 民 に 伝 え る よ う 努 め る も の と す る 。  

柏 市 史 編 さ ん 委 員 会  
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○ 柏 市 史 編 さ ん 委 員 会 設 置 条 例   

昭 和 4 2 年 1 0 月 2 日  

条 例 第 3 5 号  

( 設 置 の 目 的 )  

第 1 条  本 市 の 歴 史 的 発 展 過 程 を 系 統 的 に 解 明 し ， も つ て 市 勢 発 展

と 市 民 の 愛 郷 心 の 昂 揚 を は か る た め ， 市 史 の 編 さ ん を 企 図 し ， 柏 市

史 編 さ ん 委 員 会 ( 以 下 「 委 員 会 」 と い う 。 )を 設 置 す る 。  

( 委 員 会 の 任 務 )  

第 2 条  委 員 会 は ， 市 史 の 編 さ ん に 関 す る 基 本 方 針 を 定 め ， 必 要 な

資 料 の 収 集 と 研 究 を 行 な い 編 さ ん 業 務 に あ た る 。  

( 組 織 )  

第 3 条  委 員 会 は ， 委 員 1 0 人 以 内 で 構 成 し ， 学 識 経 験 者 の う ち か

ら 市 長 が 委 嘱 す る 。  

2  委 員 会 に ， 委 員 長 及 び 副 委 員 長 を 置 き ， 委 員 の 互 選 に よ っ て 定 め

る 。  

3  委 員 長 は ， 委 員 会 を 代 表 し ， 編 さ ん 業 務 を 統 理 す る 。  

4  副 委 員 長 は ， 委 員 長 を 補 佐 し ， 委 員 長 に 事 故 あ る と き は ， こ れ を

代 理 す る 。  

( 平 1 7 条 例 4 0 ・ 一 部 改 正 )  

( 会 議 )  

第 4 条  委 員 会 の 会 議 は ， 必 要 に 応 じ て 委 員 長 が 招 集 し ， そ の 議 長

と な る 。  

( 平 1 7 条 例 4 0 ・ 全 改 )  

( 任 期 )  

第 5 条  委 員 の 任 期 は ， 2 年 と す る 。 た だ し ， 補 欠 の 委 員 の 任 期 は ，

前 任 者 の 残 任 期 間 と す る 。  

( 平 1 7 条 例 4 0 ・ 一 部 改 正 )  

( 参 与 )  

第 6 条  市 史 編 さ ん 上 必 要 と 認 め る と き は ， 専 門 的 意 見 を 徴 し ， 又

は 執 筆 を 求 め る た め に 参 与 を 置 く こ と が で き る 。  

2  参 与 は ， 学 識 経 験 者 の う ち か ら ， 市 長 が 委 嘱 す る 。  

3  参 与 の 任 期 は ， 2 年 と す る 。 た だ し ， 補 欠 の 参 与 の 任 期 は ， 前 任

者 の 残 任 期 間 と す る 。  

( 平 1 7 条 例 4 0 ・ 一 部 改 正 )  

( 庶 務 )  

第 7 条  委 員 会 の 庶 務 は ， 市 長 の 定 め る 機 関 に 職 員 を お き ， こ れ を

処 理 す る 。  

( 委 任 )  

第 8 条  こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か ， 委 員 会 に 関 し 必 要 な 事 項 は

市 長 が 別 に 定 め る 。  

附  則  

こ の 条 例 は ， 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

附  則 ( 平 成 1 7 年 条 例 第 4 0 号 )  

こ の 条 例 は ， 平 成 1 7 年 4 月 1 日 か ら 施 行 す る 。  


